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I.はじめに
　乳癌の手術療法 として現在主に乳房温存術(以 下温存
とする)、胸筋温存乳房切除術(以 下非定型 とす る)が
行われている。
　乳房切除後 は侵襲が腋窩に加わることや、術後の癩痕
治癒による軟部組織の収縮などか ら肩関節の運動障害を
きたす。運動障害を予防、軽減するために術後3日 目よ
り術前の動 きと同様の リハ ビリテーシ ョン(以下 リハ ビ
リとする)を 積極的に行 うのが望ましいとされてお り、
入院中にリハ ビリ方法を習得することは重要である。
　短い入院期間で も簡単に習得でき、積極的に行 えるも
のでなおかつ肩関節 に効果のあるものはないか考 え、肩
関節運動が多 く含 まれるラジオ体操に着目した。 これま
で リハ ビリにラジオ体操を取 り入れ、その効果を検証 し
た研究はなかった。
　今回、ラジオ体操が乳癌術後のリハビリに効果がある
かを検証 し、結果を得たので報告する。
Ⅱ.目的
　乳癌術後のリハビリにラジオ体操 を取 り入れることで
肩関節機能回復に効果があることを明らかにする。
Ⅲ.研究方法
1.期間:平 成17年11月～平成18年4月
2.対象:当 病棟入院中の医師の許可を得た乳房温存術
を受けた7名 、胸筋温存乳房切除術 を受けた7名 の合計
14名の患者。
3.方法
1)術前、術後3、5、7、10、14日目に肩関節可動域の
測定(屈 曲、伸展、外転、水平屈 曲、水平伸展)を 角度
計を用いて行 う。
2)術後1日 目から従来のパンフレット(肩関節の挙上、
屈曲、伸展、外転、水平伸屈運動 を取 り入れたもの)に
沿ったリハ ビリを行 う。
3)ド レーンが抜ける時期の術後5日 目より1日1回 第
一ラジオ体操 を行 う。 ラジオ体操 は14:30から当病棟
の食堂で看護師の付 き添いの もと行い、体操を行 った患
者の反応を観察する。
4)分析方法:SPSSを 使用 し、術式別に一元分散分
析 、Tukeyの 検定を行った。
5)倫理的配慮:対 象者には研究の趣旨、内容 を十分説
明 した上で、同意 を得 られた患者に対 して行った。また
ラジオ体操を行 う際は、実施場所にスクリーンを置き配
慮 した。
Ⅳ.結果
　屈曲平均値は、温存 ・非定型 ともに上昇 し、非定型の
術後3日 目と14日目でp<0.026、温存の術後3日 目と
10日目でp<0.006、術後3日 目と14日目でp<0.OO14
と有意差 を認めた。他は、有意差は認められなかったが、
術後経過を追うごとに平均値が上昇 した。
　伸展平均値は、非定型では術後10日目に一時低下 し
たが、 どち らの術式 とも上昇 した。温存 の3日 目と10
日目でp<0.041、3日目と14日目でp<0.023と有意
差 を認めたが、非定型では有意差 を認めなかった。
　外転平均値は、温存の3日 目と7日目でp<0.002と有
意差が認められたが、非定型では有意差を認めなかった。
　水平屈曲・水平伸展平均値に関しては、温存で術後7日
目に下降した。 どちらの術式とも有意差は認めなかった。
Ⅴ.考察
　乳癌術後の患者 にとって、入院中にリハ ビリ内容を習
得することは重要である。ラジオ体操は、全身のあらゆ
る筋肉、関節 を動かす総合的な体操であ り、肩関節の屈
曲、伸展、外転、水平屈曲、水平伸展運動が含 まれて
いるため、機能回復に効果があると考えられる。さらに
ラジオ体操は、誰で も一度は経験があ り、スムーズにリ
ハ ビリに取 り入れることが出来た。結果、有意差のある
項 目は少なかったが、 どの項 目において も術後3日 目と
14日目を比較すると平均値の上昇がみ られた。
　水平屈曲、水平伸展平均値が術後7日 目で下降 したの
は、術後の創傷治癒の段階で軟部組織の収縮などが肩関
節の可動範囲に影響 したものと考える。
　乳癌術後の肩関節可動域制限の回復が良好な場合の基
準 として、術後1?2週間で術前可動域 の80%以上 まで
回復 がみ られることとされている。今 回の結果 をみる
と、温存 では全ての項 目で81%以上の回復がみ られた。
また、14日目の平均値が温存 ・非定型でほぼ同じになっ
たことから、ラジオ体操は術式に関係な く効果があると
考える。
　これまでは、パンフレットを見ながら一人でリハビリを行っ
ている患者が多 く、患者同士が一緒にリハビリを行ってい
る場面はほとんど見られなかったが、ラジオ体操を取り入
れてからは患者同士が情報交換したり、声を掛け合って一
緒にリハビリを行 うようになった。牧野ら1)は「集団で体操
を行うことで、患者間の連帯感を強め患者 ・看護師間の信
頼関係 を築 くことにも有効である」 と述べている。 このこ
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とから、ラジオ体操は患者同士の交流を活発にし、 リハビ
リへの意欲向上にもつながったと考える。
　山口ら2)は、「家庭での 日常生活そのものがリハ ビリ
となることを理解 して もらえるよう継続教育 してい くこ
とや家庭で手軽にで きるリハ ビリ方法についての指導
を、診察や治療 ・検査の合間に繰 り返 し行うことが大切
である。」 と述べている。
　ラジオ体操 は、認知度 も高 く短い入院期間で も習得で
きるため、効果的なリハ ビリを行 う方法として有効であ
ると考える。
今後の課題 として、ラジオ体操を取 り入れたリハ ビリ
を退院後 も継続 して行っているか、追跡調査することも
必要だと感 じた。
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